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より良い政策提案にするために、
具体的な改善支援をめざす
政策評価研修

１日研修 160,000～200,000円 （税別）　２日研修 320,000～400,000円(税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

　地方自治体では、職務増大と職員減少時代にあって、事業のスクラップ＆ビルドを推進し、より一層の住民ニーズ
と財政の均衡状態を高めることが求められています。すなわち、政策評価機能を強化し、「個別執行機関の集合体」
から「総合政策機関」への転換の道を選択しなければなりません。その背景には、公的サービスと私的サービスの境
界への相互乗り入れ、民主主義の再構築に対する要請といった本質的な要因が存在します。
　政策評価は、政策に関する説明能力の向上、行政サービスの実効性の向上及び地方自治体の役割の見直し等にと
って重要な役割を果たします。
　この研修では、政策評価の理論を学び、政策案の評価演習を通して、政策評価の実践力を強化します。そして、よ
り良い政策提案にするための具体的な改善支援をめざします。

研修のねらい

■ 政策評価の基本的な考え方を学び、事前・中間・事後の評価の違いを理解します。

■ 政策評価の実践方法を学び、政策設計者と政策決定者の両方に貢献できるようになります。

■ 事業評価のポイントが理解でき、スクラップ＆ビルドを推進できるようになります。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

課長課長
補佐

係長主査

午

　前

午

　後

１日 目 2 日 目

3． 主体性の評価（表紙とはじめに）　
　(1) 事業名と事業がめざすもの
　(2) 主体者の立ち位置と掴み

2． 政策評価とは　
　(1) 政策評価者が意識すべきこと
　(2) ３つの政策評価とその目的
　(3) 政策形成と政策評価

1． 政策形成の基礎知識　
　(1) 政策とは
　(2) ２つの問題
　(3) 政策形成の５つのプロセス

5． 選択妥当性の評価（事業の選定、事業概要）
　(1) ニーズの有無、適時性、先駆性
　(2) 公益性、守備範囲
　(3) 目標の要件

4． 方向性の評価（全体像、背景説明、環境分析）
    (1) ロードマップ
　(2) 背景説明と環境分析

◇ 演 習 「 方向性の評価 」 ◇

◇ 演 習 「 主体性の評価 」 ◇

◇ 演 習 「 選択妥当性の評価 」 ◇

6． 計画性の評価（事業計画の作成）
　(1) 手順の妥当性、撤回不能性
　(2) 実行者の遂行能力

◇ 演 習 「 計画性の評価 」 ◇

7． 実効性の評価（効果、予算、費用対効果）
　(1) 効果、予算、費用対効果
　(2) スクラップの可能性

◇ 演 習 「 実効性の評価 」 ◇

8． 実現性の評価（日程計画、推進体制）
　(1) 実現性、有期性

◇ 演 習 「 実現性の評価 」 ◇

9． まとめ：全体を通して
　(1) 論理性、説得性

10． まとめ

◇ 演 習 「 まとめの評価 」 ◇
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　前

午

　後

１日 目 2 日 目
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46 真摯な姿勢で説得する
政策ディベート実践研修

１日研修 160,000～200,000円 （税別）　２日研修 320,000～400,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

◇ グループ演習 ◇
「 論理の分析演習 」

◇ グループ演習 ◇
「 試合の振り返り 」

◇  ディベート試合 Ⅰ ◇
「 各チーム肯定側・否定側・審判を体験 」

下記の７つの項目を達成するため、具体的な技術と事例を示しながら、実践的な研修を進めていきます。
①  論理的思考の基本を身に付け、論理的に考えをまとめる方法を習得します。
②  論理的に表現し、分かりやすく物事を伝える方法を習得します。
③  反論を考慮することで、より強い論理を構築し、説得力を向上させる方法を習得します。
④  ディベートの準備方法を学ぶことで、効果的な情報収集の方法を習得します。
⑤  賛否両論の立場に立つことで、相手の立場に立った考え方ができるようにします。
⑥  ディベートの手法を用いて政策を多角的に検証し、評価していく方法を習得します。
⑦  ディベートの試合で政策を検証することにより、説得力のある政策提言を行う方法を身に付け、
 　 政策形成能力を向上させます。

研修のねらい

■ 論理的思考の基本が身に付き、論理的に考えをまとめ、表現できるようになります。

■ ディベートの技法を用いた、実践的な政策評価の方法を身に付けることができます。

■ 多角的な物の見方と考え方を身に付け、政策形成能力を向上させます。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

係長主査主任主事

1． 政策ディベートの方法
　(1) 政策ディベートとは
　(2) 論理的思考の方法
　(3) ディベートのルールと方法

6． ディベート試合の振り返り
　(1) 準備の振り返り
　(2) 試合進行の振り返り
　(3) 発表方法の振り返り

◇ グループ演習 ◇
「 議論の構築と発表準備・練習 」

7． ディベート準備
　(1) 立論の作成
　(2) 質疑の作成
　(3) 反駁の作成

9． ２日間のまとめ
　(1) ディベート試合の総評
　(2) 研修全体の振り返り
　(3) 政策評価方法としてのディベートの活用

2． ディベート審査の方法
　(1) フローシートのとり方
　(2) 議論と政策の評価方法
　(3) 判定の出し方とコメントの仕方

　(1) 試合の判定
　(2) 審判（受講生）からのコメント
　(3) 審判（講師）からのコメント

　(1) 試合の判定
　(2) 審判（受講生）からのコメント
　(3) 審判（講師）からのコメント

3． ディベート準備（グループごとに）
　(1) 質疑の準備
　(2) 反駁の準備

4． ディベート試合 Ⅰ

5． まとめ

◎オリエンテーション

※３試合行います

◇  ディベート試合 Ⅱ ◇
「 各チーム肯定側・否定側・審判を体験 」

8． ディベート試合 Ⅱ

※３試合行います
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お問合せ・申込先 株式会社 行政マネジメント研究所   〒136-0082 東京都江東区新木場１丁目18番11号
TEL：03-5534-6941 　 FAX：03-5534-6942
E-mail：info@amri.co.jp   HP：http://www.amri.co.jp
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TEL：03-5534-6941 　 FAX：03-5534-6942
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